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５ 参考資料                                    

 

 (4) 高等学校での食に関する実践例                                                                          

   ア 食育の取組状況と生徒の実態                               

    研究委員の所属校で、食生活領域の内容を食育の視点で捉え直し、授業実践した取組を紹介しま

す。高等学校（全日制）には、栄養教諭の在籍がないため、家庭科やその他の教科で食育の担当を

しています。研究委員の所属校では、佐賀県内の他校の傾向と同じく家庭科教員が食育を担当して

おり、養護教諭と共に資料１のように保健指導部を主体として学校における食育に取り組んでいま

す。 

 

資料１ 学校全体(保健指導部）での食育の取組 

 

４月に研究委員によって生徒の実態調査を行ました。実態調査の結果は資料２、次頁資料３～５

のとおりです。資料２は、４月に行われた生活習慣アンケートの結果の一部です。朝食をほとんど

食べない生徒が５％、清涼飲料水をよく飲む、又は、時々飲む生徒が 83％いることが分かります。

清涼飲料水に関しては、教室のごみ箱に捨てているもの（次頁資料３）や昼食時の飲料摂取の状況

を見ると、実際にはもっと摂取量、頻度共に高い割合なのではないかと推察できます。 

 

資料２ 生活習慣アンケート結果 
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資料３ ごみ箱の中身と昼食時の飲料摂取状況 

 

資料４は、修学旅行時の朝食バイキングにおいて生徒が食べていたものです。左下の内容は、全体

的に栄養バランスがとれていますが、ほかの内容を見ると、とりあえず野菜は摂取しているけれども、

自分が好きな肉系のものばかりを取っていたり、主食がなかったり、甘い炭酸飲料を一緒に飲んでい

たりすることが分かります。ほとんどの生徒が後者の状況でした。「栄養バランス」よりも「好きなも

の」「食べたいもの」を重視した食事になりがちであることが分かりました。 

 

資料４ 修学旅行の朝食バイキングの内容 

 

次頁資料５からは、食品を選ぶ際には、価格や味を重視しており、食品表示はあまり見ていないこ

とが分かります。健康や環境によい食品を選ぶ際に必要となる、原材料や原産国、食品添加物等の判

断基準は多くの生徒が気にしていない状況です。 
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資料５ 食品を選ぶときの判断基準 

 

このような生徒の実態から、食を選ぶ力を身に付けさせることが必要だと感じ、「家庭基礎」の食

生活領域及び「フードデザイン」の内容に食育の視点を加えて授業を組み立て直し実践しました。 

また、12月に行った食育講演会では、県内の栄養教諭を講師として招き、話をしていただきまし

た。資料１から資料５までの内容を伝え、生徒の実態を踏まえて内容を構成していただきました。

食育講演会後の生徒の感想には、「食事の大切さを知ることができた」「お菓子やジュースの取り過

ぎに注意したい」「自身や家族の健康など、今後の人生（大人になってから）に大きく関わってく

る」などの意見が多く見られました（資料６）。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 食育講演会後の生徒の感想 

 

 

 

 



平成 30 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校食育 

高等学校での取組-4 

 イ 授業実践① 「バランスの良い食事を考える」                        

  まず、研究委員会で作成した一覧表や系統表を確認し、小・中学校の家庭科の内容の復習を行いま

した。すると、栄養素の働きや栄養素が含まれる食品などに関する問題の正答率が低かったことから、

栄養バランスの良い食事を考える授業を行いました。授業では、食品を五大栄養素に分類したり（資

料７）、文部科学省が発行している小学校の食育教材「たのしい食事つながる食育」の高学年用をアレ

ンジしてワークシートとして使用したりしました（資料８）。生徒のワークシートの記述より、栄養素

の働きに加えて、旬や彩りも考えて食品を選ぶことができているのが分かります（資料８）。 

 
資料７ 授業実践①ワークシート（五大栄養素） 

 

 

資料８ 授業実践①ワークシートの記述例 
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 ウ 授業実践② 「食品（チョコレート）を選ぶ」                        

身近な食品の選択ということで、チョコレートを選ぶ場面を設定しました。５つの条件に合わせて

５種類のチョコレートの中からどれを選ぶかを考えさせました（資料９）。 

 

資料９ 授業実践②チョコレートの選択条件 

 

５つの条件の中で特に注目したのが、「④自分の子供のために選ぶチョコレートは？」で、生徒が最

も多く選んだものは、パッケージがかわいい商品であり、食品の表示を見て選んでいないことが分か

りました（資料 10）。 

 

資料 10 授業実践②子どものために選んだチョコレートの結果 

 

そこで、食品の表示を確認させ、特に違いが分かる着色料について調べさせ、次頁資料 11のよう

な簡単な実験を行ったところ、表示をきちんと見て、内容を理解してから買わないといけないとい

う意識をもたせることができました。 
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資料 11 授業実践②着色料の実験 

 

 エ 授業実践③ 「清涼飲料水」                                  

生徒の実態調査で課題になっていた清涼飲料水について実験を行い、過剰摂取による影響について

考えさせる授業を行いました（資料 12）。 

 

資料 12 授業実践③清涼飲料水の実験 

 

多くの生徒が好んで飲んでいるビタミン入炭酸飲料と同じ砂糖濃度の砂糖水とクエン酸入の砂糖水

を飲み比べることで、甘さの感じ方の違いや砂糖の量の多さに気付かせることができました（次頁資

料 13）。クエン酸を入れると砂糖の甘さが軽減されて飲みやすくなるけれども、結果的に多量の砂糖

を摂取することにつながっていることを理解することができました。 
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資料 13 授業実践③清涼飲料水の飲み比べの感想 

 

 オ 授業実践④ 「市販品との比較（プリン）」                           

 食品添加物について理解させるために、市販のプリンと手作りプリンの材料や味、硬さ、価格につ

いての比較実験を行いました（資料 14）。 

 

資料 14 授業実践④市販品と手作りプリンの比較実験 

 

手作りのプリンは簡単に作ることができるため、子どもに食べさせたいプリンには、添加物が入っ

ていない手作りプリンを選ぶ生徒が多いのではないかと予想していましたが、次頁資料 15 のように、

18 人中３人しか選びませんでした。市販のプリンが手軽でおいしいという感想が多く、原材料よりも

味を優先する結果となりました。味については、小さい頃から食べ慣れている市販のプリンがおいし

いと感じているようでした。しかし、「市販品でも原材料ができるだけ少ないものを選ぶ」という意見

が出ていたことから考えると、添加物についての意識は高まったようです。 
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資料 15 授業実践④市販品と手作りプリンについての感想 

 

 カ 授業実践⑤ 「食育だよりの作成」                              

 高等学校を卒業すると多くの生徒は自分で食の管理を行っていくことになります。このことから、

高等学校における食育については、広い視野で食生活を捉えさせる必要があります。そこで、食育だ

よりを生徒に作成させることで、様々な視点から食について考えることができるようにしました。最

初の食育だよりのテーマについては教師側で提示しましたが、内容については生徒自身が学習用ＰＣ

等を使って調べ、相手に伝わりやすいようにレイアウトを工夫したり、これまで学んできた知識を活

用したりして作成しました（資料 16）。作成した食育だよりは、校内の掲示板を使って、全校生徒に

発信しました（次頁資料 17）。教職員や生徒からの評判も良く、次号の食育だより作成に意欲をもつ

ことができました。また、自分で調べてまとめることによって、これまで学んだことが知識として定

着し、実際の行動の変容にもつながっているようです。今後も生徒に食育だより作成を続けさせたい

と思っています。 

 

資料 16 授業実践⑤食育だより作成の手順 
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資料 17 授業実践⑤作成した食育だより 

 


